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■
議
会
の
う
ご
き
■

■
定
例
会
・
委
員
会
等

【
９
月
】

21
日　

政
策
研
究
会

28
日　

議
会
懇
談
会
（
北
海
道
栄
高
校
）

29
日　

議
会
懇
談
会
（
白
老
東
高
校
）

【
10
月
】

５
日　

政
策
研
究
会

12
日　

広
報
広
聴
小
委
員
会

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

26
日　

政
策
研
究
会

27
日　

議
案
説
明
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

31
日　

定
例
会
10
月
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

【
11
月
】

２
日　

産
業
厚
生
分
科
会

７
～
10
日 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
道
外

　
　
　
　

  

視
察

14
～
17
日 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外

　
　
　
　

  

視
察

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

21
日　

広
報
広
聴
小
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
委
員
会
協
議
会

22
日　

政
策
研
究
会

29
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
分
科
会

【
12
月
】

２
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
小
委
員
会

６
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
日　

議
案
説
明
会

　
　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

13
～
19
日　

定
例
会
12
月
会
議

14
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

■
研
修
・
視
察
対
応

【
９
月
】

28
日　

栗
山
町
議
会　
　
　
　
　
　

８
名

【
10
月
】

５
日　

積
丹
町
議
会　
　
　
　
　
　

10
名

　
　
　

御
船
町
議
会　
　
　
　
　
　

15
名

19
日　

岩
手
県
北
部
地
区
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会　
　
　
　
　
　
　
　

16
名

20
日　

宮
崎
県
議
会　
　
　
　
　
　

15
名

　
　
　

豊
富
町
議
会　
　
　
　
　
　

13
名

25
日　

胆
振
管
内
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
名

【
11
月
】

１
日　

い
わ
き
市
議
会　
　
　
　
　

４
名
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問　

社
会
教
育
施
設
の
改
修
計
画
の

具
体
化
と
総
合
計
画
と
の
整
合
性
は

教
育
長　

今
後
、
町
が
策
定
す
る
白

老
町
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
で
示

さ
れ
る
各
施
設
の
方
向
性
を
念
頭
に
、

実
行
計
画
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
行

政
指
導
の
範
囲
は

教
育
長　

白
老
町
公
の
施
設
に
係
る

事
務
処
理
要
領
に
基
づ
き
、
管
理
業

務
や
経
理
の
状
況
に
関
し
て
実
地
に

て
調
査
し
報
告
を
求
め
、
必
要
な
指

示
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　

社
会
教
育
団
体
の
一
元
化
に
つ

い
て
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
、
見

え
る
指
導
と
組
織
化
の
考
え
方
は

教
育
長　

社
会
教
育
施
設
の
集
約
の

み
な
ら
ず
、
組
織
運
営
に
つ
い
て
も

将
来
人
口
を
見
据
え
た
再
編
や
統
合

な
ど
の
見
直
し
を
要
す
る
と
の
認
識

か
ら
、
課
題
の
把
握
と
相
互
に
有
益

性
が
実
感
で
き
る
組
織
の
在
り
方
が

必
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。
第
３
次
白

老
町
社
会
教
育
中
期
計
画
の
期
間
内

に
一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。　

問　

仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
の
北
海
道

遺
産
指
定
に
つ
い
て
、
陣
屋
資
料
館

と
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
わ
り
の
押
さ

え
と
プ
ラ
ス
に
作
用
さ
せ
る
考
え
は

教
育
長　

白
老
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
、

道
内
の
他
地
域
に
比
べ
古
く
か
ら
和

人
と
の
共
生
の
歴
史
が
あ
り
、
警
衛

地
の
治
安
維
持
の
た
め
貴
重
な
労
働

力
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
対
価
が
支
払

わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
史
跡
を
次
世
代
へ
継
承
し
、
正
し

く
発
信
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

問　

現
在
ま
で
の
収
支
状
況
で
の
大

き
な
変
動
と
、
交
付
税
及
び
ふ
る
さ

と
納
税
の
見
通
し
は

町
長　

町
税
７
０
０
０
万
円
、
普
通

交
付
税
６
６
９
７
万
円
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
11
月
末
の
前
年
度
比
で
１
億

３
３
０
０
万
円
の
増
加
。
歳
出
は
、
病

院
会
計
資
金
不
足
分
８
０
０
０
万
円

の
追
加
繰
出
金
と
電
気
代
高
騰
に

伴
う
各
施
設
の
光
熱
水
費
増
嵩
分

２
９
０
０
万
円
が
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

問　

町
立
病
院
及
び
介
護
老
人
保
健

施
設
の
経
営
状
況
は

町
長　

町
立
病
院
は
11
月
末
の
前

年
度
比
で
入
院
２
９
１
名
、
外
来

７
９
０
名
の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

純
損
失
が
７
５
０
０
万
円
発
生
す
る

見
込
み
。
介
護
老
人
保
健
施
設
は

３
０
５
０
万
円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
。

資金不足が見込まれる町立病院

社会教育 ・ 町財政

問　人口減少のなか社会教育団体の
　　　一元化が必要では

答　第３次社会教育中期計画期間内に
　　　一定の方向性を示したい 大渕紀夫議員

問
　
町
立
病
院
の
経
営
状
況
は

答　
１
億
５
千
万
円
の

　
　
　 

資
金
不
足
見
込
み
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る
こ
と
も
含
め
て
、
計
画
の
策
定
に

お
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
る
が
、
改
修
実
施
計
画
策
定
は

町
長　

令
和
２
年
度
に
見
直
し
を
行

っ
た
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
が
改

修
実
施
計
画
に
該
当
す
る
。　

問　

公
園
は
30
か
所
あ
る
が
、
計
画

で
集
約
や
撤
去
等
を
予
定
し
て
い
る

公
園
は
俎
上
に
の
っ
て
い
る
の
か

答
弁　

今
の
と
こ
ろ
集
約
や
撤
去
等

の
考
え
は
な
い
。

問　

公
園
は
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び

と
遊
べ
る
貴
重
な
場
所
で
あ
る
。
運

動
神
経
や
体
力
向
上
、
想
像
力
や
社

会
性
の
発
達
等
も
期
待
で
き
る
な
ど
、

子
供
た
ち
の
心
身
の
成
長
に
欠
か
せ

な
い
場
所
で
も
あ
る
。
公
園
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
補
助
金
・
交

付
金
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
自
主
財
源
を

確
保
し
、
確
実
、
的
確
に
継
続
的
に
公

園
整
備
事
業
を
実
施
す
る
べ
き
で
は

町
長　

利
用
者
が
安
心
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
憩
い
の
場
と
な
る
公

園
を
目
指
し
、
施
設
整
備
を
進
め
る
。

問　

役
場
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基
本

計
画
策
定
の
進
捗
状
況
と
そ
の
概
要

及
び
財
源
手
当
て
は

町
長　

年
度
内
の
策
定
に
向
け
、
役

場
内
に
庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
員
の
意

見
・
要
望
を
基
に
協
議
を
進
め
て
い
る
。

現
状
で
は
、
本
庁
舎
と
白
老
コ
ミ
セ
ン

庁
舎
、
い
き
い
き
４
♥
６
庁
舎
を
統
合

し
て
防
災
拠
点
と
し
、
多
目
的
ホ
ー
ル

の
併
設
を
予
定
し
て
い
る
。
財
源
は
、

令
和
７
年
度
が
期
限
の
「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
を
活
用
す
る
。

問　

町
内
の
公
園
の
総
数
と
種
別
ご

と
の
設
置
数
は

町
長　

都
市
公
園
数
は
街
区
公
園

（
児
童
公
園
）
が
24
か
所
、
運
動
公

園
等
が
６
か
所
の
計
30
か
所
で
あ
る
。

問　

公
園
の
80
％
は
子
供
た
ち
が
身

近
に
遊
ぶ
児
童
公
園
で
あ
る
。
私
は

ほ
と
ん
ど
の
公
園
を
つ
ぶ
さ
に
点
検

し
て
き
た
。
遊
具
等
は
使
用
禁
止
の

立
札
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
た

痛
ま
し
い
光
景
と
な
っ
て
い
る
。
児

童
公
園
24
か
所
の
遊
具
総
数
と
使
用

不
可
率
及
び
使
用
可
能
率
は

答
弁　

遊
具
総
数
83
か
所
の
う
ち
、

遊
具
の
使
用
不
可
率
は
62
・
７
％
、

使
用
可
能
率
は
37
・
３
％
で
あ
る
。

問　

遊
具
な
ど
を
使
用
禁
止
等
に
す

る
た
め
の
判
定
基
準
の
根
拠
は
何
か

答
弁　

国
交
省
等
の
指
針
を
判
定
基

準
と
し
て
点
検
し
て
い
る

問　

平
成
29
年
策
定
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
、
公
園
施
設
方
針
で

は
、「
施
設
（
公
園
）
の
集
約
や
撤
去

等
に
よ
り
管
理
の
負
担
を
軽
減
さ
せ

公 共 施 設

問　児童公園の使用不可遊具と
　　　使用可能な遊具の比率は

答　使用できない遊具は約63％、
　　　使用可能な遊具は37％である

遊具が使用禁止となっている公園

前田博之議員
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問　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
設
置
の
進

捗
状
況
は

町
長　

令
和
５
年
４
月
の
セ
ン
タ
ー

設
置
に
向
け
て
、
北
海
道
社
会
福
祉

協
議
会
の
成
年
後
見
制
度
推
進
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
法
曹
専
門
職
を
交
え
た
準
備

会
の
開
催
や
要
綱
の
制
定
な
ど
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。

問　

市
民
後
見
人
養
成
の
状
況
と
課

題
は

町
長　

市
民
後
見
人
の
養
成
と
し
て

は
、
苫
小
牧
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
主

催
の
研
修
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

状
況
。
課
題
と
し
て
は
、
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
が
ま
だ
未
設
置
の
た
め
市
民

後
見
人
と
し
て
登
録
で
き
ず
、
活
動

機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
養
成

研
修
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

問　

虐
待
の
通
報
件
数
は

町
長　

令
和
３
年
度
及
び
４
年
度
の

虐
待
相
談
件
数
は
総
計
で
施
設
関
係

で
は
高
齢
者
１
件
、
障
が
い
者
２
件

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
認
定
件
数
は
高

齢
者
施
設
１
件
で
あ
る
。

　

在
宅
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者
の

事
案
は
な
く
、
高
齢
者
の
相
談
件
数

が
28
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
認
定
件

数
は
16
件
で
あ
る
。

問　

虐
待
防
止
の
た
め
の
推
進
策
は

町
長　

高
齢
者
介
護
課
及
び
健
康
福

祉
課
に
虐
待
相
談
対
応
窓
口
を
設
置

し
、
虐
待
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
向
け
に
は
、
広
報
誌
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
に
よ
る
啓
発
を

行
い
、
虐
待
防
止
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
促
進
に
努
め
て
い
る
。

問　

介
護
老
人
保
健
施
設
き
た
こ
ぶ

し
で
の
虐
待
は
、
施
設
と
し
て
再
発

防
止
策
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
在
宅
で
虐
待
認
定
を
受
け

て
い
る
方
も
お
り
、
町
全
体
と
し
て

も
虐
待
防
止
策
の
強
化
を
し
て
い
く

べ
き
で
は

副
町
長　

介
護
老
人
保
健
施
設
き
た

こ
ぶ
し
で
の
虐
待
は
、
公
の
施
設
を

管
理
す
る
者
と
し
て
、
様
々
な
観
点

か
ら
監
督
、
指
導
を
し
て
い
く
。

　

今
回
の
事
案
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
教
訓
と
し
て
町
内
の
施
設

と
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

問　

町
と
し
て
虐
待
防
止
の
強
化
を

し
て
い
く
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

虐
待
防
止
の
条
例
を
制
定
し
、
対

策
を
強
化
し
て
い
く
べ
き
で
は

副
町
長　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児

童
を
含
む
全
て
の
虐
待
を
な
く
す
た

め
、
十
分
調
査
、
勉
強
し
、
関
係
者

間
で
意
識
共
有
し
て
い
く
。

権 利 擁 護

問　虐待防止の対策を強化していくべき

答　全ての虐待をなくすため、
　　　調査、勉強し、意識共有していく

虐待相談窓口を設置しているいきいき４♥６

森　哲也議員
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問　

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
切

れ
目
の
な
い
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

期
で
の
支
援
の
状
況
は

町
長　

妊
娠
期
に
は
母
子
手
帳
交
付

時
の
面
談
、
妊
婦
訪
問
や
妊
婦
健
診
、

保
健
・
栄
養
相
談
を
行
い
、
出
産
後
は

定
期
的
な
乳
児
健
診
・
相
談
を
実
施
。

母
親
の
メ
ン
タ
ル
不
調
、
産
後
う
つ
予

防
や
早
期
発
見
に
も
努
め
て
い
る
。

　

子
育
て
期
に
は
、
相
談
窓
口
や
各

機
関
の
活
動
を
通
し
て
必
要
な
支
援

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

産
後
う
つ
事
業
の
取
組
は

答
弁　

産
後
１
年
以
内
の
母
子
を
対

象
に
、
発
育
・
発
達
の
確
認
と
育
児

不
安
解
消
の
た
め
、
保
健
師
が
可
能

な
限
り
生
後
２
か
月
以
内
に
訪
問
し
、

健
や
か
な
育
児
を
支
援
し
て
い
る
。

問　

妊
娠
出
産
相
談
窓
口
の
取
組
は

答
弁　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
、
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
電
話
や
メ
ー
ル
、

来
所
、
訪
問
等
を
実
施
。
相
談
内
容

に
よ
っ
て
利
用
者
支
援
専
門
員
、
保

健
師
、
栄
養
士
が
対
応
し
て
い
る
。

問　

具
体
的
な
相
談
内
容
は

答
弁　

令
和
３
年
度
は
、
育
児
不
安
、

疲
れ
、
経
済
面
、
若
年
の
妊
娠
・
出

産
等
親
に
関
す
る
相
談
が
49
件
、
発

達
、
入
園
等
子
供
に
関
す
る
相
談
が

24
件
あ
っ
た
。

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
気
軽
に
活

用
し
て
も
う
た
め
の
周
知
の
工
夫
は

答
弁　

利
用
受
付
体
制
を
整
え
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
表
記
も
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　

国
が
創
設
し
た
「
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
」
で
示
さ
れ
た
妊
産

婦
に
対
す
る
合
計
10
万
円
の
経
済
的

支
援
へ
の
考
え
は

町
長　

今
後
国
か
ら
示
さ
れ
る
交
付

要
綱
及
び
実
施
要
綱
等
を
精
査
し
、

本
町
で
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
的
支

援
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
期
待
で
き

る
効
果
は

答
弁　

妊
婦
や
子
育
て
家
庭
が
伴
走

型
相
談
支
援
を
受
け
る
な
か
で
必
要

な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
具
体
的
に
相

談
・
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
要

な
支
援
が
確
実
に
届
き
、
実
効
性
が

高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

問　

今
あ
る
仕
組
み
を
生
か
し
な
が

ら
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
永
続
的
に
進

め
て
い
く
事
業
で
あ
る
と
思
う
が
町

長
の
考
え
は

町
長　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、

国
と
連
携
し
な
が
ら
手
を
挙
げ
て
い

く
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

子育て支援

問　出産・子育て応援交付金事業
　　　の取組は

答　国と連携しながら手を上げていく

切れ目のない子育て支援が求められている

長谷川かおり議員
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問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
お
け
る

窓
口
支
払
い
に
つ
い
て
、
町
民
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
の
取
扱
い
は

町
長　

現
在
は
、
保
護
者
等
が
領
収

書
を
持
参
や
郵
送
し
申
請
を
行
い
、

後
日
指
定
口
座
へ
医
療
費
を
支
給
し

て
い
る
。
未
申
請
の
方
も
い
る
た
め
、

医
療
給
付
実
績
等
を
参
考
に
一
部
記

入
済
の
申
請
書
を
郵
送
す
る
等
、
負

担
軽
減
や
制
度
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

問　

窓
口
支
払
い
の
現
物
支
給
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
見
解
は

答
弁　

制
度
の
周
知
を
含
め
て
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

一
般
的
な
遊
具
の
撤
去
解
体
費

用
及
び
新
設
の
際
の
費
用
、
公
園
の

維
持
に
か
か
る
費
用
は

答
弁　

滑
り
台
の
新
設
費
用
は
２
４

０
万
円
、
撤
去
は
８
万
円
。
二
人
用
ブ

ラ
ン
コ
は
そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
万
円
と

10
万
円
。
維
持
費
は
草
刈
等
を
行
い
、

年
間
約
25
万
円
程
度
で
あ
る
。

問　

公
園
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
10
年
を
か
け
て
数
か
所
ず
つ
整
備

し
て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
今
公
園
で
遊
び
た
い
子
供
た
ち

は
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
は

各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
公
園
、
遊

具
の
整
備
が
早
急
に
必
要
だ
と
考
え

る
が

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
し
、

ま
ず
は
各
地
区
の
主
要
な
公
園
の
遊

べ
る
遊
具
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
は
、
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

プ
ロ
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
等
本
物
に
触
れ
る
機
会
の
増

加
が
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

答
弁　

現
在
あ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
と
の
包
括
連
携
協
定
や
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
講
演
会
な
ど
子
供
た

ち
の
成
長
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

多
く
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
一
つ
で
も
好
き
な
こ
と
、
得
意
な

こ
と
が
見
つ
か
る
ま
ち
に
す
べ
き
で

あ
る
。
人
材
育
成
、
未
来
へ
の
投
資

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
見
解
は

教
育
長　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
学
校

だ
け
が
学
び
の
場
で
は
な
く
、
地
域

全
体
が
学
び
の
場
で
あ
り
、
本
町
の

様
々
な
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
学
び

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
郷
土
愛

も
育
ま
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

今
実
施
し
て
い
る
取
組
も
含
め
て
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

プロのアーティスト等本物に触れる機会を

子どものためのまちづくり

問　公園の早急な整備が必要だと
　　　考えるが

答　各地区の公園に遊べる
　　　遊具を増やしていきたい 佐藤雄大議員

議会だより しらおい No.1827
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問　

昨
年
、
赤
潮
の
影
響
を
受
け
た

サ
ケ
の
具
体
的
な
漁
獲
量
は

答
弁　

平
成
27
年
度
１
８
１
７
ト
ン
、

金
額
９
億
９
０
０
０
万
円
に
対
し

て
、
令
和
３
年
度
１
５
５
ト
ン
、
金

額
１
億
４
５
０
０
万
円
。
令
和
４
年

11
月
末
時
点
で
３
３
４
ト
ン
、
金
額

２
億
８
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　

北
海
道
全
体
の
状
況
は

答
弁  

平
成
28
年
と
の
比
較
で
は
、

後
志
管
内
３
４
０
・
５
％
、
桧
山
管
内

４
８
０
％
、
胆
振
管
内
61
％
、
日
高

管
内
63
％
、
渡
島
管
内
70
％
で
あ
る
。

問　

人
工
ふ
化
さ
れ
た
サ
ケ
の
稚
魚

は
生
命
力
が
弱
い
と
聞
く
が
対
策
は

答
弁　

本
町
に
あ
る
ふ
化
場
の
例
と

し
て
、
個
々
の
魚
体
を
確
認
し
な
が

ら
放
流
時
期
を
見
極
め
、
生
存
率
や

遊
泳
力
の
強
化
対
策
を
し
て
い
る
。

問　

現
在
、
漁
獲
量
が
増
え
て
い
る

魚
種
の
状
況
と
課
題
は

答
弁　

ブ
リ
類
、
マ
ダ
ラ
、
ホ
ッ

ケ
な
ど
の
漁
獲
量
が
大
き
く
伸
び

て
い
る
。
特
に
ブ
リ
類
は
令
和
３

年
で
数
量
１
８
７
ト
ン
、
金
額
は

１
４
０
０
万
円
と
な
り
、
平
成
27
年

と
の
比
較
で
は
数
量
で
１
５
４
３
％
、

金
額
で
４
１
０
％
増
加
し
て
い
る
が
、

漁
獲
が
安
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
サ

イ
ズ
が
不
安
定
で
小
物
が
多
い
こ
と
、

食
文
化
が
な
く
消
費
拡
大
が
進
ま
な

い
こ
と
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

消
費
拡
大
が
進
む
よ
う
、
よ
り

一
層
の
努
力
が
必
要
と
考
え
る
が

答
弁　

北
海
道
で
は
フ
ェ
ア
の
開
催

や
レ
シ
ピ
動
画
作
成
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協
同
組

合
も
市
場
の
開
拓
な
ど
魚
価
単
価
向

上
に
取
り
組
み
、
成
果
が
で
て
い
る
。

問　

練
り
物
な
ど
の
商
品
開
発
で
、

低
利
用
魚
の
単
価
向
上
を
図
る
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が

答
弁　

利
用
の
少
な
い
魚
種
の
す
り

身
加
工
は
、
非
常
に
有
用
な
取
組
と

認
識
し
て
い
る
が
、
近
隣
に
継
続
的

に
練
り
物
を
作
る
工
場
が
な
い
。

問　

低
利
用
魚
を
食
育
と
し
て
活
用

す
る
考
え
は

答
弁　

子
供
た
ち
も
地
元
の
食
材
に

触
れ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
に
つ
な

が
る
取
組
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
給
食
な
ど
に
地
場
産
品
を
た
く

さ
ん
活
用
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
た
め
に
も

水
産
資
源
の
最
大
限
の
活
用
が
必
要

と
考
え
る
が

副
町
長　

漁
業
者
が
元
気
に
な
る
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

対
策
を
継
続
し
、
新
た
な
発
想
や
事

業
展
開
も
検
討
し
な
が
ら
、
い
ぶ
り

中
央
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
て
支

援
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

水産資源

問　低利用魚の食育活用の考えは

答　地場産品をたくさん
　　　活用していきたい

低利用魚を食育として活用を

久保一美議員
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問　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
が
地
域
経
済
や
町
民
生
活
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
が
、
農

業
、
漁
業
へ
の
影
響
は

町
長　

農
業
は
、
飼
養
頭
数
は
微
増

し
て
お
り
、
素
牛
や
枝
肉
の
価
格
は

コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

い
る
が
、
肥
料
や
飼
料
、
燃
料
の
高
騰

で
経
費
が
増
加
し
、
経
営
は
厳
し
い
。

水
産
業
は
、
秋
サ
ケ
な
ど
の
資
源
は

回
復
傾
向
だ
が
、
燃
料
の
高
騰
で
漁

家
経
営
は
厳
し
い
。
引
き
続
き
関
係

機
関
と
協
議
し
経
営
の
安
定
を
図
る
。

問　

懸
案
の
漁
港
区
の
狭
隘
問
題
と
、

屋
根
付
き
岸
壁
は
重
要
な
問
題
だ
。

早
期
に
解
決
す
る
考
え
は

答
弁　

国
と
協
議
中
で
あ
り
、
実
現

に
向
け
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
む
。

問　

ウ
ポ
ポ
イ
が
開
設
し
て
約
２
年

半
、
商
工
・
観
光
業
の
現
状
は

町
長　

各
事
業
者
の
経
営
は
大
変
厳

し
い
と
捉
え
て
お
り
、
事
業
の
継
続

や
拡
大
を
目
的
に
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
給
付
金
や
補
助
金
な
ど
の

支
援
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
観
光

業
は
、
入
込
客
数
は
増
加
し
て
お
り
、

引
き
続
き
誘
客
活
動
を
進
め
て
い
く
。

問　

白
老
駅
の
特
急
列
車
利
用
状
況

と
、
利
用
さ
れ
る
工
夫
が
必
要
で
は

答
弁　

自
家
用
車
で
の
観
光
客
が
多

く
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　

道
の
駅
に
前
向
き
の
答
弁
が
あ

り
な
が
ら
、
動
き
が
見
え
な
い
が

町
長　

道
の
駅
は
地
元
経
済
や
町
内

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
調
査
検
討
を
進
め
る
。

問　

町
民
の
足
と
な
る
地
域
公
共
交

通
は
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
む
中
で

必
要
不
可
欠
な
移
動
手
段
で
あ
る
。

本
町
特
有
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り

方
と
将
来
を
見
据
え
た
取
組
は

町
長　

元
気
号
と
カ
ム
イ
号
は
町
民

の
足
と
し
て
運
行
し
て
お
り
、
「
カ

ム
イ
号
」
は
、
特
に
高
齢
者
の
移
動

手
段
と
し
て
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
ぐ
る
ぽ
ん
」
は
観
光
客

の
二
次
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い
る
。

　

３
種
類
の
公
共
交
通
を
町
民
ニ
ー

ズ
の
把
握
と
利
便
性
向
上
を
図
り
つ

つ
、
町
内
の
移
動
手
段
の
確
保
と
充

実
に
務
め
て
い
く
。

産業振興・地域公共交通

問　漁港区の狭隘問題と
　　　屋根付き岸壁の解決は

答　国と協議中であり
　　　継続して取り組む

町民の足として必要不可欠な「元気号」

及川　保議員

問
　
地
域
公
共
交
通
の

　
　
　
在
り
方
と
今
後
の
取
組
は

答　
町
民
の
移
動
手
段
の

　
　
　
　
確
保
・
充
実
に
努
め
る

議会だより しらおい No.1829

問

答

問
答



問　

町
長
が
就
任
さ
れ
た
平
成
23

年
度
と
令
和
３
年
度
の
地
方
債
残

高
（
借
金
）
と
財
政
調
整
基
金
（
預

金
）
の
差
額
は

答
弁　

地
方
債
残
高
（
借
金
）
の
減

少
は
１
２
３
億
円
。
財
政
調
整
基
金

（
預
金
）
の
増
額
は
10
億
円
で
あ
る
。

問　

ウ
ポ
ポ
イ
誘
致
で
町
民
の
生
活

上
の
利
便
性
や
経
済
波
及
効
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

答
弁　

経
済
効
果
は
町
の
創
業
支

援
等
も
あ
り
、
新
規
創
業
が
相
次

ぎ
、
大
手
ホ
テ
ル
の
進
出
も
あ
っ
た
。

「
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
」

と
い
っ
た
町
民
の
自
主
的
な
活
動
も

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
長
年
の
要
望
・

課
題
で
あ
っ
た
国
道
の
４
車
線
化
、

駅
自
由
通
路
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
特
急
列
車
35
本
の
停
車
に
も
至

り
公
共
交
通
の
利
便
性
も
向
上
し
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
低
迷
す
る
経
済
の
中
、
コ

ロ
ナ
支
援
金
融
資
の
返
済
も
一
部
開

始
さ
れ
、
事
業
者
の
廃
業
・
倒
産
も

多
く
予
想
さ
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等

で
そ
の
よ
う
な
業
態
を
捉
え
、
国
・

道
等
と
連
携
し
、
融
資
計
画
の
見
直

し
や
支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で
は

答
弁　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
数
字
的

に
厳
し
い
状
況
を
捉
え
て
い
る
。
物

価
高
騰
も
約
８
割
の
業
者
が
影
響
を

受
け
て
い
る
と
回
答
し
、
国
や
道
と

連
携
し
対
応
で
き
る
よ
う
、
町
か
ら

声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

問　

こ
れ
ま
で
子
供
の
知
・
徳
・
体

に
配
慮
し
た
事
業
を
立
案
し
て
き
た

が
そ
の
事
業
を
通
じ
て
子
供
の
成
長

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　

地
域
塾
を
発
端
に
ク
ラ
ブ
活

動
・
し
ら
お
い
寺
子
屋
・
ふ
る
さ
と

教
育
な
ど
を
展
開
し
、
子
供
の
心
の

広
が
り
や
知
・
徳
・
体
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
成
長
に
繋
げ
て
き
た
。
ま
た
、

子
ど
も
憲
章
を
制
定
し
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
ち
、
思
い
や
り
あ
る

子
供
に
成
長
し
て
き
た
実
感
が
あ
る
。

問　

公
共
交
通
で
児
童
生
徒
の
通
学

に
も
目
を
向
け
て
展
開
さ
れ
て
は

答
弁　

朝
の
通
学
の
時
間
帯
に
運
行

し
た
が
、
効
果
が
明
確
で
は
な
か
っ

た
。
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

こ
れ
ま
で
の
町
長
と
し
て
の
職

責
に
つ
い
て
の
思
い
は

町
長　

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

か
ら
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
町
長
に

な
る
前
か
ら
教
育
が
社
会
全
体
の
柱

で
あ
る
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
き
た
。

任
期
途
中
に
な
る
の
は
大
変
申
し
訳

な
い
が
、
白
老
町
が
発
展
で
き
る
よ

う
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
挑
戦
し
頑

張
り
た
い
。

町 政 運 営

問　町長就任以来、昨年までに削減した
　　　地方債（借金）の額は

答　平成23年度から令和３年度までで
　　　123億円削減

令和2年7月 民族共生象徴空間ウポポイオープン

小西秀延議員
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令和４年 定例会及び各委員会 出席状況
昨年１年間（１月～12月）の定例会及び各委員会の出席状況についてお知らせいたします。

記号の表記
　　 －　：委員会に所属していない議員
　（　 ）：委員会に所属していないが、委員外議員として出席した議員　
　議会選出監査委員
　　決算審査特別委員会では、及川議員は監査委員として出席しているため、〔　〕書きとしています。
　議長の出席
　　議長は委員会の構成員ではありませんが、全ての委員会に出席し発言することが法律で認められています。

■日時　３月は定例会及び予算等審査特別委
　　　　員会を予定していますが、日程は決
　　　　定していません。日程が決定しまし
　　　　たら、議会ホームページ、町広報３
　　　　月号等でお知らせします。

　感染症拡大防止のため、傍聴は自粛
をお願いしています。インターネット
で議会中継を配信していますので、利
用可能な方はこちらを御利用くださ
い。
　なお、傍聴される場合はマスクを着
用し、傍聴席は間隔を空けてご利用く
ださい。

■会場　議会議事堂（役場２階）

■問い合わせ　議会事務局　℡８２－６６２０

定例会３月会議の予定 議会傍聴のお知らせ

議会だより しらおい No.18211



が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
「
部
活
動

の
地
域
移
行
」
に
向
け
た
施
策
な
ど

効
果
的
な
活
動
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
町
外
で
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
参
加
す
る
実
態
調
査
や
対
応
策
も

必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
貧
困
等
を

理
由
に
部
活
動
に
参
加
で
き
な
い
で

い
る
児
童
生
徒
の
支
援
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
要
保
護
・
準
要
保
護
の
認
定

率
の
割
合
が
高
く
、
引
き
続
き
就
学

各
常
任
委
員
会
は
所
管
事
務
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
定
例
会
12
月
会

議
で
報
告
し
た
。

（
１
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

町
内
小
中
学
校
の
教
育
環
境

【
委
員
会
意
見
】

　

本
委
員
会
は
、
町
内
小
中
学
校
の

教
育
環
境
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説

明
を
受
け
、
現
状
と
課
題
、
対
策
を

把
握
し
、
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し

た
。
児
童
生
徒
数
は
出
生
率
等
の
想

定
で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
各

学
校
で
の
学
習
面
や
生
活
面
に
お
け

る
学
校
運
営
全
般
で
検
証
が
急
務
で

あ
る
と
捉
え
る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
減
少
に
よ
り
部
活
動
の
維
持
存
続

援
助
制
度
の
充
実
や
給
食
費
の
無
償

化
、
高
校
進
学
へ
の
支
援
等
、
支
援

の
必
要
な
家
庭
へ
の
さ
ら
な
る
対
策

が
必
要
で
あ
り
、
認
定
基
準
率
に
つ

い
て
も
近
隣
自
治
体
で
導
入
し
て
い

る
基
準
率
を
１
・
５
に
引
き
上
げ
る

こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
学
校
は
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
避
難
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し

て
必
要
な
備
蓄
品
等
を
充
実
す
べ
き

で
あ
る
。

　

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
政
策
は
、

地
方
創
生
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置

づ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
外
か
ら

の
移
住
定
住
を
希
望
す
る
子
育
て
中

の
方
々
に
と
っ
て
も
不
可
欠
で
あ
り
、

本
町
の
人
口
減
少
対
策
に
お
い
て
も

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
教
育
の
面

的
な
施
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
意
見
の
政
策
化
に
あ

た
っ
て
は
、
引
き
続
き
実
態
調
査
、

方
針
決
定
、
政
策
の
遂
行
を
組
織
的

か
つ
効
率
的
・
効
果
的
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
総
務
文
教
分
科
会

【
萩
野
小
学
校
・
白
翔
中
学
校
校
長

と
の
懇
談
】

　

懇
談
を
通
し
て
、
改
修
を
含
め
、

子
供
た
ち
の
学
習
環
境
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。
今
後
も

さ
ら
な
る
学
習
環
境
の
充
実
に
加
え
、

安
全
性
を
確
保
し
た
通
学
路
や
そ
の

他
の
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
や
部
活
動
等
、
世
代

間
交
流
、
地
域
交
流
の
機
会
の
創
出
・

拡
大
を
図
り
、
地
域
と
連
携
し
、
子
供

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
が
深
ま
る
有
意
義
な
懇
談
だ
っ
た
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議会だより しらおい No.182 12



（
１
）
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

集
中
豪
雨
等
の
災
害
時
水
害
対
策

【
水
害
発
生
状
況
と
対
策
】

　

白
老
町
は
様
々
な
地
形
条
件
か
ら

雨
雲
が
発
達
し
や
す
く
、
年
間
降
水

量
は
千
五
百
ミ
リ
と
道
内
で
も
有
数

の
集
中
豪
雨
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
主
に
準
用
河
川
や
普
通
河

川
を
管
理
し
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
河
川
・
排
水
路
な
ど
の
治
水

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
日
常
的
に

道
路
・
河
川
・
排
水
路
等
の
異
常
の

有
無
の
確
認
の
ほ
か
、
台
風
の
接
近

時
に
は
災
害
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

被
害
拡
大
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

る
。
各
パ
ト
ロ
ー
ル
班
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
じ
て
現
地
の

状
況
や
写
真
、
動
画
を
相
互
連
絡
体

制
に
よ
り
共
有
し
、
警
報
発
令
時
に

は
防
災
・
交
通
室
を
加
え
た
情
報
共

有
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
意
見
】

　

第
１
に
、
防
災
設
備
の
維
持
更
新

の
徹
底
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
近

年
整
備
さ
れ
た
石
山
地
区
河
川
の
水

位
監
視
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
た
が
、

こ
う
し
た
設
備
の
充
実
が
災
害
対
応

の
迅
速
化
及
び
効
率
化
に
資
す
る
点

や
パ
ト
ロ
ー
ル
対
応
員
の
安
全
性
へ

寄
与
で
き
る
点
が
見
受
け
ら
れ
評
価

す
る
一
方
、
樋
門
の
老
朽
化
や
排
水

路
矢
板
の
腐
食
・
土
砂
流
入
に
よ
る

流
速
確
保
不
足
な
ど
、
設
備
の
維
持

更
新
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
町
民
の
生
命

財
産
を
水
害
か
ら
守
る
と
い
う
使
命

感
に
立
脚
し
、
維
持
充
実
の
重
点
化

を
進
め
な
が
ら
、
防
災
関
連
事
業
費

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

第
２
に
、
町
民
に
対
す
る
、
よ
り
充

実
し
た
情
報
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
北
海
道
の
事
業
を
と
お
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
町
内
主
要
河
川

の
状
況
が
随
時
監
視
で
き
る
体
制
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
状
況
は
理
解
で

き
る
一
方
、
こ
う
し
た
情
報
提
供
が

町
民
に
図
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
町
民
の

安
心
に
資
す
る
と
考
え
る
。
防
災
・
交

通
室
と
も
連
携
し
、
町
内
の
水
害
危

機
に
関
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
よ
う

を
一
層
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。

　

休
日
に
も
当
番
で
災
害
発
生
に
備

え
待
機
、
日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
、
水
害
の

原
因
と
な
り
う
る
箇
所
の
調
査
な
ど
、

平
時
の
備
え
に
対
す
る
尽
力
を
評
価

す
る
一
方
、
町
民
か
ら
の
情
報
提
供

体
制
の
構
築
に
努
め
、
更
な
る
水
害

防
止
体
制
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
２
）
分
科
会

【
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ウ

テ
カ
ン
パ
と
の
懇
談
】

　

ウ
テ
カ
ン
パ
の
活
動
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ナ
ー
ス
が
加
わ
る
こ
と
で
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
を
埋
め
る

だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
指
し
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
活
動
は
、
重
要
な
役
割
を
担
う

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
懇
談
で
あ
っ
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

議会だより しらおい No.18213



〔Ａグループ〕
▶町の公共交通は通学に使える時間帯がない。学
　生目線での時間設定を
▶ペット同伴で遊べる公園は憩いの場になる
▶将来は白老町に貢献したいので、勉強し準備を
　進めている
▶学生が気軽に立ち寄れる場所があれば、活気が
　でて賑やかになるのでは
▶もっと白老の自然や環境などの魅力をＰＲできれ
　ば定住に繋がるのでは
▶議会の仕事やまちづくりの知識がなく、情報を得
　る機会をつくってもらえたら

広報広聴常任員会は、「白老の未来を考える」をテーマに、北海道白老東高
等学校、北海道栄高等学校の生徒の皆さんと懇談会を開催しました。
コロナ禍により３年間開催を見送ってきた議会懇談会。従来の懇談会と形式
は違いますが、高校生の皆さんが日頃感じていること、提案したいことを話
してくれました。
皆さんが話してくれた、白老を紹介します。

干
ほしがみ

上 莉
り か

加さん（３年生）

黒
く ろ だ

田 来
ら い は

羽さん（３年生）

菅
す が た

田 　響
きょう

さん（２年生）

議会議員と高校生との懇談会

白老の未来を考える

≪ 9月29日 北海道白老東高校 ≫

議会だより しらおい No.182 14



〔Ｂグループ〕
▶白老町のメインはウポポイというイメージが強
　いが、白老牛、たらこ、たまご、野菜など特産品も
　多いので、もっとアピールすると良い
▶白老はおじいちゃん、おばあちゃんが多く仲が良い。
　野菜をくれる人がいて、野菜が好きになった。道
　で会ったら笑顔で挨拶してくれてすごく好き
▶人の温かみを感じられるところとおいしい特産
　品が白老の魅力
▶道が暗い。冬は道が凍り足元が危ないので明る
　くしてほしい

〔Cグループ〕

▶役場や公共施設のトイレにベビーベッドやシート

　が必要だと家族と話している。男性しかいない

　ときもあるので、男性用トイレにも必要ではないか

▶放課後の待ち時間は、駅や駅周辺のベンチで過

　ごすこともあるが、ほとんど学校に残って勉強し

　ている。町なかに自習スペースや自由に過ごせ

　る場所があればいいと思う

▶公園の遊具にロープが張られていて、遊べない

　のはかわいそう。子供たちのために整備して

北海道白老東高校 三橋 孝臣 教頭

　議会議員の皆さんと懇談する
機会をいただき、自分たちの意見
を真摯に受け止めていただけた
ことは、生徒たちにとって良い機
会でした。
　物おじせず積極的に意見を述
べる姿に、我々教員も「思ってい
ることをこんなにしっかり話せる
のだ。」と感心しましたし、生徒た
ちも大きな自信を持てたようで
す。ありがとうございました。

後列左から　黒田さん 佐藤さん 牧野さん 林さん　 菅田さん
前列左から　三上さん 渡邉さん 干上さん 櫻井さん 渡辺さん

牧
ま き の

野 　光
きら

さん（３年生）　櫻
さくらい

井 凜
り ん か

佳さん（３年生）

渡
わたなべ

辺 莉
り お

央さん（２年生）　佐
さ と う

藤 将
ま さ と

斗さん（２年生）

林
はやし

  元
げ ん き

氣さん（３年生）

渡
わたなべ

邉 花
か の ん

音さん（２年生）

三
み か み

上 麻
ま り

里さん（２年生）

委員会レポート ・ 広報広聴常任委員会
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▶白老駅でＩＣカード
　（キタカ・スイカ）が
　使えると学生も観光
　客も便利。
▶白老のおすすめの場
　所をインスタグラム
　などで発信しては。

▶夜に買い物に行く
　と、外灯が少なく危
　険を感じる。
▶白老は温泉が多い
　ので、観光客や町民
　用の足湯などがあれ
　ば良い。

▶成人式に書道部とし
　て作品を展示できて
　うれしかった。
▶ボランティアをした
　い学生は多い。おま
　つりやイベントで一
　緒に活動できれば地
　域貢献にもなる。

▶砂浜に海洋ごみが多
　く景観を損ねてい
　る。ごみ拾い運動を
　実施しては。
▶外国人が来ると文化
　や価値観、人種等を
　問わず多文化共生の
　町となるのでは。

細
ほ そ か わ

川　杏
あ ん な

奈さん（3年生）熱
あ つ み

海　允
ま さ と

一さん（3年生）

城
し ろ か わ

川　唯
ゆ い か

花さん（3年生） 磯
い そ ざ き

崎　大
ま さ よ し

義さん（3年生）

≪ 9月28日 北海道栄高校 ≫

議会だより しらおい No.182 16



▶若い人が楽しめる所
　が少ない。若い人が
　楽しめる場所を。
▶改めて自分のことに
　ついて考えるように
　なった。これからの
　生活の中で自分がで
　きることを考えたい。

▶父の年代は白老に残っ
　ている人も多いが、
　今は就職や進学で白
　老を離れ、卒業後も
　戻ってこない人が多
　い。出ていかない、
　戻ってきたいと思え
　る何かが必要では。

▶町のイベントにダン
　ス部で参加したこと
　がある。今後も白老
　の方と交流していき
　たい。
▶しらおいファンクラ
　ブを高校生に知って
　もらうと良いのでは。

北海道栄高校　田代　真秀　教頭

　今回はこのような場を設けていただ
きありがとうございました。
　予想以上に多くの意見が出され、生
徒たちにとって有意義な懇談会であっ
たと感じています。
　今後、高校生の若い力や思いが、白
老町発展の一助となれば幸いです。

　平成28年度に選挙権を18歳に引き下
げる法改正が行われ、議会を知ってもら
うきっかけになればとの思いを込めて
懇談会のお願いをいたしました。両校
の学校長はじめ教職員のご協力により、
事前に議会の仕組みなどの紹介やアン
ケート調査を実施し、高校生の皆さんと
懇談できたことに感謝いたします。

広報広聴常任委員会

▶まちに外国人が多く
　なると英語を話す機
　会が増えるので、英
　語教育に力を入れる
　ことで家族連れや若
　い人が移住してくる
　のでは。

▶小学校のグラウンド
　の遊具が壊れて使え
　ない。家で遊んでい
　る小さい子や小中学
　生のために公園や新
　しい遊具を増やして
　ほしい。

髙
た か は し

橋　花
は な

さん（1年生）西
に し む ら

村　蓮
れ ん

さん（2年生）

鈴
す ず き

木　梨
り こ

心さん（2年生） 小
お ざ わ

澤　栞
か ん な

奈さん（1年生）

谷
た に

　心
こ こ あ

愛さん（1年生）

委員会レポート ・ 広報広聴常任委員会
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令
和
３
年
10
月
、
日
本
の
人
口

１
億
２
５
５
０
万
人
、
前
年
比
64
万
人
の
減

少
。
人
口
増
加
時
代
、
日
本
の
高
度
経
済
成

長
期
に
は
、
多
く
の
人
々
が
都
会
に
流
れ
、

一
極
集
中
社
会
と
な
り
、
地
方
は
徐
々
に
過

疎
化
が
進
み
、
地
域
格
差
が
生
ま
れ
、
や
が

て
現
在
に
至
る
。

　

こ
の
ま
ま
少
子
化
が
進
め
ば
、
若
者
が
少

な
く
、
高
齢
者
が
多
い
社
会
構
造
が
続
き
、

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
地
方

で
で
き
る
対
策
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
国

は
今
ま
で
以
上
の
出
生
率
を
上
げ
る
取
組
が

必
要
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
手
を
打
っ
た
と
し

て
も
、
今
す
ぐ
急
激
に
上
昇
す
る
と
は
考
え

に
く
い
。
出
生
率
が
緩
や
か
に
上
昇
し
、
や

が
て
人
口
減
少
が
収
ま
り
、
横
ば
い
に
な
る

時
代
を
目
指
し
つ
つ
、
当
面
は
人
口
減
少
を

前
提
に
社
会
構
成
を
考
え
、
地
方
分
散
の
集

約
型
都
市
構
造
な
ど
を
軸
と
し
た
新
し
い
取

組
が
各
地
で
広
が
り
始
め
て
い
る
。

　

白
老
町
に
お
い
て
も
よ
り
一
層
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
と
な
る
、
若
者
や
子
育
て
世
代

の
移
住
に
力
を
入
れ
て
、
就
業
先
の
確
保
や

子
育
て
の
支
援
な
ど
が
重
要
と
考
え
る
。

　

様
々
な
白
老
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
地
域
経
済
が

潤
う
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

に
繋
が
り
、
各
世
代
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
街

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
１
月
12
日　

記　

久
保　

一
美
）

編
　
集
　
後
　
記

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
意
見
（
適
任
）

・
新
谷　

育
子　

氏
（
50
歳
・
石
山
）

・
山
田　

和
子　

氏
（
64
歳
・
東
町
）

◎
定
例
会
10
月
会
議

▼
専
決
処
分
の
報
告
（
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契
約
の
金

額
の
変
更
）

▼
専
決
処
分
の
報
告（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契
約
の
金

額
の
変
更
）

▼
定
期
監
査
の
結
果
報
告

▼
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

▼
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の
報
告

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

・
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
一
部
を
変
更
す

る
協
定
の
締
結

▼
消
防
指
令
業
務
に
係
る
事
務
の
委
託
に
係

る
協
議

◎
定
例
会
10
月
会
議

▼
議
員
の
派
遣
承
認

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
議
員
の
派
遣
承
認

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定

期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
の
延
期
を
求
め
る

意
見
書

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
白
老
町

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

▼
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
の
減

額
に
関
す
る
条
例
の
制
定（
反
対
・
貮
又
議
員
）

◎
定
例
会
10
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

◎
定
例
会
12
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

定
例
会
10
月
・
12
月
会
議
報
告

～
議
決
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
～

人
　
事

条
　
例

予
　
算

報
　
告

そ
の
他

発
議
案
等

意
見
書

表紙紹介 北海道コンサドーレ札幌

「CONSADOLE HOKKAIDO TOURS」サッカー体験教室

11月17日(木)、株式会

社コンサドーレが主催

のサッカー体験教室が

開催され、町内の少年

サッカーチーム「Shiraoi 

Football Club」の選手た

ちが参加しました。
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